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地

域
の

茶
の

間
】

　
「
地
域
の
茶
の
間
」
は

新
潟
発
の

地
域
福
祉
活
動
と
し
て
、
民
間
に
よ
る
活
動
を
原
型

に
新
潟
市

と
し
て
平
成
15
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
住
民
の
活
動
で
あ
る
。

こ
の
活
動
は
、
自
治
会

や
自
主
的

な
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
単
位
と
し
て
、
自
宅
の
お
茶
の

間
に
い
る

よ
う
に
自
由
に
過
ご
せ
る

場
所
を
地

域
の
な
か
に
つ
く
り
出

そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
公

的
な
集
会
所
や
民
間
の
空

き
家
と
い

っ
た
施
設
を
利
用
し
て
開
設
し
て
い
る

。
好
き
な
時
間
に
気
軽
に

集
ま
り
、

お
茶
飲
み
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
で

、
地
域
に

住
む
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
、
自
宅

に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
，
高
齢
者

と
幼

児
・
子
供
た
ち
と
の
多
世
代
の
交
流

な
ど
が
実
現
で
き
る
。

新
潟
市
で
は
、
こ
う
し

た
「
地
域

の
茶
の
間
」
活
動
が
次
第
に
浸
透
し
て
、
平
成
19
年
現

在
で

2
5
0
グ
ル
ー
プ
を
越
え
て

お
り
、
ま
た
、
全
国
規
模
の
中
間
支
援
組
織
の
財
団
や

社
団
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人
、
Ｊ
Ａ
、
マ
ス
コ
ミ
の

力
も
あ
り

、
現
在
で
は
、
新
潟
県
内
ば
か
り
で
な
く
、
新
潟
県

発
祥
の
手

軽
に
取
り
組
め
る
地
域
活

動
と
し
て

、
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

①
地
域
の
茶
の
間
を
開

く
効
果

●
人
と
人
、
人
と
社
会

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る

●
お
互
い
の
不
自
由
を

知
り
、
人
へ
の
優
し
さ
が
育
ち
、
自
分
の
で
き
る
こ
と

を
知
る
（

障
が
い

に
対
す
る
理
解
、
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
）

●
い
ざ
！
と
い
う
時
、

困
っ
た
時
に
助
け
合
え
る
人
間
関
係
が
生
ま
れ
る

●
ど
の
よ
う
な
状
態
の

人
に
も
役
割

●
知
り
合
う
こ
と
で
地
域

に
暮
ら
す
安
心
感
を

育
て
る

●
地
域
住
民
が
自
然
に

自
ら
の
た
め
に
力
（
人
手
、
物
、
知
恵
、
金
）
を
出
し

あ
う

●
習
い
も
の
、
趣
味
、

知
識
、
経
験
が
生
か
せ

る
●
視
野
の
広
い
子
ど
も

に
育
つ
、
地
域
の
人
か
ら
見
守
ら
れ
る
安
心
感
、
子
育

て
中
の
親

の
不
安

や
孤
独
、
束
縛
感
の

緩
和

●
情
報
の
共
有
化
が
一
度

に
で
き
る
（
防
災
、
防
犯
、
健
康
相
談
、
制
度
…
）

●
伝
統
、
文
化
の
伝
承

（
急
須
を
使
っ
て
お
茶
を
入
れ
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も

・
そ
の
他

に
伝
わ

る
料
理
、
慣
わ
し
、

作
法
…
）

●
外
出
し
、
人
と
会
う
こ

と
は

介
護
予
防
に
な

る

写
真

地
域

の
茶

の
間

【
市

民
力

に
よ

る
在

宅
福

祉
サ

ー
ビ

ス
】

写
真

ま
ご

こ
ろ

ヘ
ル

プ
の

配
食

サ
ー

ビ
ス

写
真

う
ち

の
実

家
紹

介
パ

ン
フ

レ
ッ

ト

①
ま
ご
こ
ろ

ヘ
ル
プ

●
有
償
に
よ

る
市
民
相
互
の
助
け
合
い
活
動
で
、
助

け
て
も
ら
い
や
す
い
、
活
動
し
や

す
い
、
継
続
性

の
あ
る
仕
組
み
を
創
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
活
動

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

②
う
ち
の

実
家

●
街
中
に
増

え
る
空
き
家
を
借
り
た
生
涯
現
役
の
場

づ
く
り
（

毎
日
型
・
常
設
型
の

地
域
の
茶
の
間
）

●
生
涯
現
役

と
は
、
人
と
人
が
関
わ
っ
て
い
る
限
り
、

人
が
社
会

と
つ
な
が
っ
て
い
る

限
り
生
涯
現
役
と

定
義
し
て

い
る

③
う
ち
の
実
家
の
効
果

●
古
い
民
家

を
借
り
て
い
る
た
め
、
不
自
由
な
身
体

に
は
バ
リ

ア
が
多
く
、
逆

に
参
加

者
同
士
の
優
し

さ
が
、
自
然
に
引
き
出
さ
れ
る

●
段
差
だ
ら

け
、
介
護
機
器
も
な
い
、
不
自
由
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
実
際
の
家
庭
に
役
立
つ
介
護
技
術

研
修
、
あ
る
も
の
で
代
用

、
工
夫

の
知
恵
の
伝
授

●
地
域
の
空
洞
化
を
防
ぐ
（
町
内
会
費
、
側
溝
掃
除
、

道
路
掃
除

、
回
覧
板
…
）

●
平
成
1
6
年
新
潟
県
中
部
7
.
13
水
害
時
は
、
要
介
護

高
齢
者
5
名
の
9
日
間
の
避
難
所
と
し
て
活
用

●
平
成
1
6
年
新
潟
県
中
越
地
震
の
際
は
、
川
口
町
の

泉
水
小
学
校
仮
設
住
宅
の

入
居
者

の
気
分
転
換
の

家
と
し
て

活
用

【
ご

ち
ゃ

ま
ぜ

ネ
ッ

ト
（助

け
合

い
活

動
団

体
等

情
報

交
換

会
）】

ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ネ
ッ
ト
（
助
け
合
い
活
動
団
体
情
報
交
換

会
）
は
、
互
い
に
自
分
た
ち
の
活
動
を
紹

介
し
あ
い

、
あ
く

ま
で
も
相
談
相
手
の
利
益
を
重
視
し
た
連
携
を
と
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
1
3
年
か
ら
始
め
ら
れ
た

取
組
み
で

あ
る
。

き
っ
か
け
は
、
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
の
河
田
さ
ん
の
、
"
自
分
の
団
体
が
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
他
の
団
体
が
や

っ
て
い

た
ら
、
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
の
中
で
、
困
っ
て
相
談
を

寄
せ
ら
れ
る
方
に
情
報
提
供
で
き
、
助
け

合
う
こ
と

が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
"と

い
う
提
案
の
も
と
、
市

民
団
体
に

呼
び
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル

プ
」
の
創
設
者
で
あ

り
、
「
地
域
の
茶

の
間
」
の
名
付
け
親

。
現
在
は
、
「
う
ち

の
実
家
」
の
運
営
に

携
わ

り
な
が
ら
、
地
域

の
福

祉
の
質
の
向
上
の
た

め
に
人
材
育
成
や
研
修

、
講
演
活
動
を
続
け
て

い
る

。

【
キ

ー
マ

ン
の

存
在

】
河
田
珪
子

さ
ん

①
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
ネ
ッ
ト
の
取
組
み
状
況

●
平
成
1
3
年
か
ら

年
間
2
回
ペ
ー
ス
で
開
催

●
参
加
者
の
規
模
も
開
催
回
に
よ
っ
て

様
々

で
、
5
0
人
規
模
か
ら
最
大
で
約
6
50
人
が

参
加
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る

●
参
加
団
体
の
種
別

・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
相
談
含

む
）
・
居
場
所

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
（
施
設

）
・
移
送

・
当
事
者
団
体
（
作
業
所
含

む
）
・
環
境

・
中
間
支
援
（
N
P
O
支
援
な
ど

）
・
生
き
が
い
、
健
康

・
助
け
合
い

・
子
育
て

・
そ
の
他

写
真

ご
ち

ゃ
ま

ぜ
ネ

ッ
ト
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